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古川モトイ
夏は何だか忙しい古川です。
私事ですが、義理の祖母のお通夜から帰って、告別式を明日に控えた夜に原稿を書いております。聞けば玄孫が7人いらっしゃるということで、大手を振っての大往生でございます。
めでたいとまでは申しませんが、とにかく得難い人生だったのではないかと。得難いというか、字面だけを見れば「なかなかない」という意味を込めて「有り難い」とも表現できるかもしれません。
夏と言えば、毎年恒例のお仕事で「どまつり」の仕事が待っております。副業で音楽をやっている関係で、毎年どまつりには顔を出すのですが、今年は歌わないといけない。私、中学校3年生から高校の1学期まで名古屋市緑区鳴海町という土地に住んでいたのですが、まさにその鳴海駅前でも歌います。まさか、この歳になって1年余りしか住んでいなかった土地にこんな形で舞い戻るとは思ってもみませんでしたが、稀有な機会なので頑張ろうと考えております。
この話。
当然、先月には判明しておりましたので、先月書けば告知にもなったような気がするのですが、生来の小心者なので、今書きました。そうすると、ちょうど北極大陸が公開される頃にはイベント終わっておりますので、心穏やかでいられる寸法でございます。
20代の頃に実は一度「よさこい用の曲を作ってみないか?」とオファーがありました。これは即座に断りまして、お話を持ってきてくださった方には本当に申し訳ないのですが、私の力量不足が見えていたからです。あの時断っていなければ、確実に迷惑をかけていたと今も変わらず確信しております。そんな事をすっかり忘れて30代。地元のイベントでDJの方とご一緒した時に、その方に「DJの視点から欲しい楽曲ってなんですかね?」と尋ねたところ、「和の楽器を使った曲」と返ってまいりました。「なるほど」と思って、それから少しづつ和楽器の音色を編曲に取り入れる実験をしていたところ、名古屋市緑区鳴海町の「戸笠の風」さんからご依頼いただいた次第です。あちら様は私が和楽器の音色を使おうと工夫を始めていたことなど知りもしないのですが、たまたまタイミングよくそうした話をいただいて、また、根気よくご依頼いただけて、楽曲制作させていただくことになりました。実は私自身は「よさこい」という文化にはあまり関心が無く、「仕事は仕事としてきちんとやろう」ぐらいに考えていたのですが、「戸笠の風」さんのメンバーの中には70才過ぎた方もおられまして、その方が地元の為に若い人間に混じって踊っておられる姿を見ておりますと、自分と「よさこい」の毛色の違いがひどく小さな事に思えて参りました。結果、最初にオファーをいただいてから今回で3年目、3曲目の提供となりました。これは得難い機会でございます。毎年、テーマをいただいて、それに沿って曲を作るのですが、今も強烈に印象に残っておりますのが2年目に頂いた『奥の細道』前の松尾芭蕉を扱ったテーマでした。「深き心の闇を見よ」で検索していただければインターネットに公開されている音源が聴いていただけます。この曲の作詞をしていた折に松尾芭蕉の生涯についてそこそこ調べまして、結局、ばっさりと表現すれば「野心家の変人」という結論に達したのですが、それを元に、詞を書く折には「もしも、松尾芭蕉が小心者だったら」という視点で考えてみました。松尾芭蕉は超一流の芸術家で、また革命家なのですが、あまりにも超人過ぎてそのままの人物像では何にも思い浮かびません。要するに「逃げの一手」でありますが、これが意外と上手く行った気がします。詞や曲の良し悪しはまたご興味頂けたら検索してご覧いただければと思いますが、今回、ご紹介する詞はまた別の詞です。
「よさこい」と言うものはハレの舞台ですので、皆がカッコつけに集まっているわけでございます。「どまつり」ともなると名古屋の町中がカッコつけた人間だらけになりまして、夏の暑さと相まってそれはそれは息苦しくなります。大学生のチームともなるととにかくギラギラしておりまして、体育会系のノリも凄まじく、オタク気質の私などは近づくだけで「ウッ」と声が出る次第なのでございますが、参加者の平均年齢が高い「戸笠の風」さんは社会の荒波を生き抜いた人生の先輩の集まりですので、炎天下、自分たちが踊っているだけでも相当なのに、私の事を「もてなして」下さろうとされるわけです。もう、恐縮するやら汗は出るやらで大変な事になるのですが、その時のインスピレーションを歌ったシンプルな曲をご紹介させていただきます。他人に提供するためではなくて、自分の為に書いた詞ですので、これまでとは毛色が違い、オッサンのオッサンによるオッサンのための歌詞でございます。皆さまには夏バテなどされませぬように。
*鳴海のバルカローレ
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さっきはちょっとだけ カッコつけてたけど
あなたにもあなたにも 伝えたいことがある
あなたが見てくれて 笑顔を作ったけど
あなたが笑ってくれて 笑顔は本物になった
今日は来てくれてありがとう
今日は見てくれてありがとう
ナンナン名古屋も佳い街よ
ナンナン鳴海は佳い処
面と向かってはいえないけど
あなたにあなたにありがとう
ナンナン名古屋も佳い街よ
ナンナン鳴海は佳い処
花火見物
渡邊利道
「そうだね、君も来たらいいよ」と先生がおっしゃったので、私も花火見物に加えてもらえることになった。ふだんは昼前にお邪魔して先生のお仕事を手伝っているのだが、花火はだいたい夜のものなので、夕方には家を出ていなくてはならない。ところが、前夜によく眠れなかったものだから、昼過ぎに食事のあとついうとうとしてしまって、気がついたら午後三時過ぎなのだ。
何しろ夏で、ただじっとしていただけでふつふつと汗の玉が浮かぶ。それが小一時間も窓のそばで寝こけていたものだから、すっかり汗だくになってしまっていた。それでなくても十八歳女子の肉体は、いつも先生からちょっと老人をたじろがせる迫力があるね、などと敬遠されがちで、それでもどうにかご専門の天文学への情熱を同じくする同士と見込んで、計算その他の電子的雑用をお任せくださっているのだ。
こうしてはいられないと素早く入浴を済ませ、クーラーと扇風機をフル稼働し皮膚をすっかり乾かすと、急いで服を着替え手回り品を準備した。
家を出ると埃を巻き上げてびゅうんと強い風が吹いた。蝉の合唱と遠い空。日傘の影でもすぐに汗ばみそうな夏真っ盛りの午後だった。
いつもは自転車だが今日は駅まで歩く。先生のお宅は臥竜山の中腹、昼なお暗い鬱蒼たる森の奥なので、いつもは最寄り駅から迎えの車を出してくれるのだが、今日はたくさんのお客様が出入りされて忙しいから歩いていかねばならない。約束は六時で、花火がはじまるのは八時ということだった。山道は一度だけ通ったことがあるが、何しろそれはまだ高校生の頃で、父親が付き添ってくれたのである。だから道は何となく知っているし、きちんと地図ももらっているのだけれど、しかし実際どれくらい時間がかかるものか見当がつかず、早めに出るつもりがこのていたらくで泣きたくなった。
すっきりと晴れ上がった空が電車の窓から見える。私はよそゆきのワンピースを着て、お気に入りの靴を履き、ページを開いたままの本を膝の上に置いてうっとり見とれていた。
すーっと進む電車はまるでゆりかごのように気持ちよく揺れて、気がつくとまた眠ってしまいそうになる。いけないいけない。私は本を閉じ、日傘を掴んで長椅子を立ってゆっくり車両の中を歩いて移動した。さすがに花火の日なので人出が多く、私が後にした席はすぐに埋まり、人と人のあいだを縫うようにして歩くと無関心半分迷惑半分の顔を次々に向けられる。
車両のつなぎ目の部分を抜けると次の車両はボックス席がならんでいて、ほっとしてゆっくり歩く。窓の外の風景がものすごい速度でどんどん後ろに流れていく。電車の進行方向と歩く方向が同じなので油断するとつんのめってしまう。
青空が上に引いて、山のふところに抱かれていくように窓外が緑に埋まっていく。
また車両を移ると今度もボックス席が並んでいる。ちょうどいい具合に空席があったので隣の御婦人に一礼して座らせていただく。と思うまもなく電車が目的の駅に着き、みなが一斉に席を立つ。座ったばかりで立つのがどうにも躊躇われたが、しかし降りないというわけにもいかない。ただでさえ時間に遅れ気味なのだ。さきほど礼をした御婦人が降りていったのを見届けてから私もあわてて席を立った。
ホームに降りるとそれはもう大変な混雑でごったがえしており、人にぶつからないで歩くのすら困難で、すいませんすいませんと誰かれとなくつぶやくように投げかけながら階段まで辿り着きそろそろ降りていく。人の波とほぼ同化しているので自分で足を進めているのか動かされているのかよくわからない。改札を抜けるとようやく人間の塊がほぐれて、圧力が緩まってどうにか自分の足で立っている感じが戻ってき、ふと気づくと手に持っていたはずの日傘がない。気に入っていたものだったのに。
とはいえ、電車に乗っているうちに空は既に青くなりはじめていて、このまま山の中に入っていくのだから日傘がなくても大丈夫だろうと思い直し、せいぜい今日を楽しまなければと歩き出す。雑踏は概ねロープーウェイに向かったり登山道に入ったりするので、裏道を通っていく私はあっという間に群れから離れ一人になる。
物見高い群衆のあちらこちらに、紺のベストと青シャツを着て黒い帽子を被った警官たちが立っている。背を向けて違う方向に歩くのはまるで犯罪者のようだとか下らないことを想像して一人で笑ってしまう。雑木林の間にある狭い入り口から、細い板が段々に嵌め込んであるやや強い傾斜を登っていくと、いつのまにか鬱蒼と茂る森のなかにいて、板も見えるか見えないかで、斜面に群生する苔に足を取られないように注意しなくてはいけない。
ふと気づくと真っ暗になっていた。頭上を覆う木の影が濃くなった程度に思っていたが、急に冷たい風が流れて、あ、と思うまもなくいきなり大粒の雨が激しく降り出した。私は慌てて手近な巨木の根元に駆け込んで難を逃れた。まったく濡れないわけにはいかなかったが、鬱蒼たる森の葉と枝がほとんどの雨粒を防いでくれる。夏のことだから、おそらく通り雨で、小一時間もせずに降り止むことだろう。そうは思うけれど、真っ暗になった森はいまが何時なのかもわからない。ふと、大学の同級生たちが私に何度もスマートフォンとはいわないが携帯電話くらいは持ったほうがいい、とうるさく言っていたのを思い出す。待ち合わせとか、不便じゃない? と彼女らは言うのだが、しかし嫌なものは嫌なのだ。
とはいえ、たしかにこれは困ったことになった。ここで足止めされたまま、時間ばかりが過ぎていき、先生はまあそれほど心配などはなされないだろうが、執事の花山さんは気にかけてくれるかも知れず、それでも忙しい夜だから私を迎えに、というか探しにくるわけにもいかないのでいたずらにやきもきさせてしまうかもしれない。今日はきっとふだんはみたことのないメイドさんたちがいっぱいいらっしゃっているはずだ。一度だけ夜会に混ぜていただいたおりに、ふんだんに振る舞われていたシャンパンもワインもウイスキーもいっさい口にせず、グラスに手を触れてさえもいなかったというのに人いきれに酔ったようになって廊下に出たときに、どこからともなく傍に現れて「ああ、よくないですね」と言ってどこかの部屋に案内し、ソファーに頽れるように座らせ、きんきんの冷たい水を飲ませてくれたことがあった。とてもテキパキと、美しい動作と声で、まるで夢のなかの出来事のようだった。あの魅力的な女性たちは、しかし、いったいどこから呼ばれて御出でになっているのだろうか。こういっては何だが、先生は研究一筋の朴念仁といった趣のあるお方である。それはやはり、花山さんの差配なのだろう。それともあるいは、社交界でずいぶん華やかな実績がおありになるという、先生の配偶者の一族のなかの、たとえばいつも同じようにさんざめく笑声をお聞かせになる姉妹のかたがた(それが、本当は何人姉妹なのか、三人なのか四人なのか、いまだに私にはよく飲み込めないのだが、それはもちろん、私などにそのようなことをはっきり知らせておく必要がないからで、私は何かの話のおりや、夜会などの伝聞や印象であれこれ推測してるに過ぎない)だったり、伊達男として知られる伯父さまの意向だったのかもしれない。メイドさんの、あのやわらかく冷たいてのひらを想起すると、肉体の芯に灯が点ったように感じられて私は困惑しながらも心地よさにうっとりするのだった。
幕を開けるように雨が上がった。同時に濃密な木々の匂いが私をつつむ。ほっとひといきついて、私はふたたび歩きはじめた。すっかり日が落ちて、枝枝の切れ間に夜の町が見えた。十万の人口がいるはずだったが、まるで廃墟のようにひっそりしていた。ところどころにある灯りも、その向こう側に人の生活があるようには見えなかった。と、とつぜん霧が立った。大小ふたつの月が空と霧に浮かぶ幻想的な風景に思わす見蕩れていると、すーっと霧を裂くように光の筋が天に昇っていく。
花火だ。
もうはじまってしまったのだ、と私は思った。恥ずかしさに顔から火が出るようだった。
次から次へと、間断なく打ち上がり、ふわっと光の輪がひろがっていく。見物客は少なく見積もっても千人は下らないはずだが、その気配はまるでなく、しんとした森はしわぶきひとつ聴こえない。私はそんなに奥のほうにまで迷い込んでしまったのだろうか。
ふりかえってみれば、山の斜面の中腹に、ふっと深い木々が切れて先生のお宅が見えた。バルコニーにみなさんお出になっていて、楽しそうにお空を見上げていらっしゃる。先生は真ん中に、奥方さま、その兄弟姉妹、縁戚の方々、研究室のメンバー、そしてさんざめくメイドさんたち、みな私もよく知っている顔、顔、顔。花火の影響で、それらのお顔の表面が色とりどりに移り変わって見える。その変化とはまったく関係なく、誰もが楽しそうに笑顔で何やら口々にさかんに語らっていらっしゃるようだったが、もちろん私には一言半句聴こえない。
ああ、私はもうあそこにはきっと戻れないのだ、と思うや、山の傾斜がいっそう強くなったようで、前後左右も解らなくなり、ふっと足が浮いて、ごうごうと木々が音を立てている中を、真っ逆さまに落ちていく。花火はやはり音もなく、私の足下に向かって光の筋をのばしていくと、静かに大きな輪を開くのだが、もはや私の目にはその光さえも届かないのである。
リビングデッド・シスター
弾射音
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一日出勤して、すぐにまた休み。勤労感謝の日である。仕事と冴子のこととでぐったりしていた僕は、前日の夜、借りてきたDVDも観ないで寝てしまった。これ以上ゾンビ映画を観て何になるんだという思いもあった。映画は所詮映画だ。どんなにいい映画でも、それはフィクションでしかないのだ。現実のゾンビとは、天と地ほどの違いがあるだろう。冴子が本当にゾンビとしての話だが。ついこの間まで、ゾンビは架空の存在だと思っていた。しかし僕たち家族は、一家の一員がゾンビになってしまったという事実を突きつけられているのだ。
殺戮を繰り返す大量のゾンビを描く映画は、ヒントを与えてはくれない。
由希子とのデートの約束も、結局はしなかった。体調がすぐれないと嘘をついて、せっかくの申し出を断ってしまった。不満そうではないが、それでも一瞬寂しそうな顔を見せた。申し訳ない。今はデートどころじゃないんだ。もちろん、君のことは大好きだ。だから、僕のことも嫌いにならないでほしい。
「健一。健一」
遠くから、母の声がする。僕はうっすらと目を開けた。どうやら、眠っていたらしい。母が僕を起こそうとしているのだ。めんどくさい。僕は母の声を無視して眠りつづけた。
と、誰かが僕の肩を揺り動かす。僕はびっくりして目を醒ました。
母の顔がどアップで迫ってくる。
「どうしたの」
僕は上半身を起こして目をこすった。
「お客さん。出てよ」
「お客さんって誰? 父さんか母さんが出ればいいじゃないか」
母は困ったような顔で訴えかける。
「パパは出かけた。お客さんは冴子の先生だと名乗ってる。ねえ、出てよ。あたしじゃ対処できない」
「しょうがないなあ」
僕はベッドを降りて急いで着替え、玄関へ行った。
ドアを開けると、ロマンスグレイの熟年男性が立っていた。
「こんにちは」
にこやかに挨拶する。僕もつられて笑顔で挨拶を返した。
「私、奥田浩一郎と申しますが、高梨冴子さんはご在宅でしょうか」
名刺を差し出しながら言う。名刺には、冴子の大学の教授とあった。
「はあ、いますが、病気で寝込んでおります」
「ちょっと上がらせていただいてよろしいですか」
そう言われて、僕はハッとなった。冴子の悪臭は、この玄関にまで漂ってくる。他人を家に上げるのは絶対に駄目だ。
「すいません。今、家の大掃除をしてて、乱雑になってるんです。お話なら、どこか喫茶店にでも行ってお伺いしてはいけませんか」
「わかりました。じゃあ、冴子さんとはお会いできないということですね」
「はあ、申し訳ありません」
僕は奥田浩一郎という人物を玄関で待たせ、出かける準備をした。それから奥田と一緒に外へ出て、近くの喫茶店の方角へ歩いていく。
「冴子さんは大丈夫ですか」
歩きながら、奥田が訊ねる。
「はい、寝込んでおりますが、ただの風邪ですから」
「そうですか」
それ以上、話が続かない。奥田教授は悪臭については何も言わなかった。当然だろう。たとえどんなに悪臭がしていても、礼儀をわきまえた人間なら言及はしないはずだ。それに、この奥田という人はいかにも好人物のように見える。社会的地位と知性と常識を兼ね備えた人物。
その人物が、冴子に一体何の用だろう?
喫茶店に着いた。僕がドアを開け、奥田教授を先に入らせる。窓際のテーブルに就いた。ウェイトレスがすぐにやってくる。二人ともホットコーヒーを注文してウェイトレスが去っていくと、奥田教授は言った。
「改めて自己紹介させていただきます。私は奥田浩一郎と申しまして、冴子さんの大学の教授をしております」
「はあ。僕は冴子の兄の健一と申します」
「私、冴子さんの取っている授業の教員をしているのですが、冴子さん、先週はお休みになりました」
「ああ、すみません。たぶん、風邪を引いた後だと思います。無断で欠席させて大変申し訳ございません」
「いえいえ、謝る必要はありません。ただ、私は冴子さんに授業のことを少し手伝っていただいておりまして」
「すると、冴子はアシスタントのようなことをしているのですか」
「まあ、そのようなものです。正式な助手ではないのですが」
「それで、今回はどういったご用件で」
「実は、冴子さんに授業の資料を預かっていただいているのですが、先週は欠席なされたため、私の手元には戻りませんでした」
「授業に必要な資料を預かったままだったんですか。大変申し訳ございません」
「それで、今日はその資料をいただきに上がったんですが」
「そうですか」
ウェイトレスがコーヒーを持ってやってくる。僕たちの会話は一時中断した。
「あらかじめ電話でご連絡すべきでしたが、今日はこの近くに用があって、ついでだったので直接お伺いした次第です」
気を取り直して奥田教授が言う。
「わかりました。すぐにお返しいたします。どんな資料ですか。いや、ノートとか、書籍とか、特徴をお教えいただければ探し出しますので」
「それは冴子さんにお訊きいただければすぐにわかると思います」
それを聞いて、ぼくは言葉に詰まった。
まずい。冴子は今、話ができる状態ではない。彼女に訊いても、わかるわけではないのだ。なんとしてでも、その資料の特徴を聞き出さねば。
たぶん、冴子のバッグの中に入っているだろう。特徴さえわかれば、すぐに返却できるのだが。
「冴子は今眠っております。僕が探しますから、どんな資料かお教えいただけませんか」
「わかりました。資料は革製の表紙の分厚いノートです。真っ黒な表紙なので、すぐにわかると思います。ただ」
そこで奥田教授は言い淀んだ。
「ただ、何でしょうか」
「実は、資料はノートだけじゃないんです。民俗学の貴重なアイテムもあります」
「どんなアイテムですか」
奥田教授は店内を見渡すと、僕の方に身を乗り出して低い声で言った。
「慎重に扱わなければなりません。黒い箱に入っていますが、中身のアイテムが非常に壊れやすいのです」
「わかりました。慎重に扱いますので、ご心配なく」
それでも、奥田教授は納得しない様子だった。全部、自分で運びたいのだろうか。
中に、一体何が入っているのだろう?
「もう一つ、お願いしなければなりません」
「どうぞ。どういったことですか」
「中身は、絶対にご覧にならないでください」
とたんに寒気がした。まさか、呪いのかかった品なのだろうか。
「知らぬままに運ばされたと後で苦情をおっしゃると困りますので、正直に申し上げます」
奥田教授は言い、さらに声を低めた。
「箱の中のアイテムは、ブードゥー教の儀式で使われる、人骨でできたネックレスです」
「げっ」
奥田教授は溜息を洩らした。
「そのようなものを冴子さんに預かっていただくのは非常に心苦しかったのですが、冴子さんは勇敢でした。呪いというものは迷信にすぎないのだと、あくまでも理性的でした。こちらが心配になるくらいで……」
「ちょっと待ってください」
僕は手をあげて奥田教授の話を遮った。
「どうしたんですか?」
「そのネックレスには、呪いがかかってるんですか?」
奥田教授は軽く笑い声をあげた。だが、もちろん嘲笑ではなく、あくまでも上品な、親しみのある笑い方だった。
「呪いがかかっていると言えば、ええ、そうですね、呪いはかけられています。しかし、それは昔のブードゥー教の司祭が自分で呪いをかけたと思いこんだだけのことです。言うまでもありませんが、呪いというものは、実際には思いこみにすぎません。単なる虚構なのです」
しかし、呪いのかかったアイテムを冴子が持っていたのも確かだ。ちょうどそのときに冴子がゾンビになってしまったのは単なる偶然だというのだろうか。
そしていきなり、僕は奥田教授に対して激しい憤りを感じた。何もかも、こいつのせいだ。こいつが呪いのネックレスを冴子に渡さなかったら、冴子はゾンビにはならなかったのだ。
しかし同時に、冷静に考えてもいた。この人は、別に冴子をゾンビにするために呪いのネックレスを渡したわけではない。呪いのネックレスと冴子のゾンビ化は、単なる偶然の一致なのだ。この人に罪はない。そもそも、呪いなんてのはナンセンスだ。
それにしても、気になることがひとつある。呪いのネックレスに、ある種の病原菌が付着していたとして、冴子はそれに感染したのではないか。
「あの、すいません」
僕は奥田教授に言った。
「冴子の風邪は、ちょっと重いんです。その呪いのネックレスに、何らかの病原菌が付着していたという可能性はありませんか」
「呪いのアイテムのせいで冴子さんが病気になったのではないかと考えておられるのですね」
「すいません。その可能性が捨て切れません」
「可能性がないわけではない。ずいぶん古いネックレスですからね。しかし、発掘されてから、しっかりと洗浄されたはずです。しかも、たくさんの人がそのネックレスに触れましたが、誰も病気にはなっていません。少なくとも、私はそのような話は聞いていません」
「そうですか」
せっかく真相に近づきはじめたと思ったが、やはり駄目か。しかし、この人なら、この事態を何とか解決できるのかもしれない。僕は一瞬、奥田教授に真実を話そうかと思った。そして実際に、まるでゾンビのようになっている冴子を見てもらうのだ。だが、すぐに考えを改めた。まだ他人に見せることはできない。それに、この人は医者でも何でもない。
ああ、いっそ呪いだったらいいのに。そうしたら、この人が呪いを解いてくれるかもしれないのに。
コーヒーを飲み干して、僕たちは自宅に戻った。再び奥田教授を玄関で待たせて、ノートと呪いのネックレスを探しに行く。予想通り、ノートとネックレスの箱は冴子のバッグの中にあった。
それを玄関に持っていき、奥田教授に渡す。奥田教授はにこにこと感謝しながら帰っていった。恐縮するのはこちらの方だ。授業に必要な資料を返さなかったのだから。
奥田教授が帰っていった後で、やはり冴子の症状のことを相談すべきだったんじゃないかと後悔した。ブードゥー教に詳しいんだから、ゾンビのことも詳しいだろう。しかも、映画で描かれているようなフィクションとしてのゾンビではなく、現実世界におけるゾンビのことを詳しく知っているに違いない。少なくとも僕の目には、今の冴子はゾンビそのものに見える。ブードゥー教やゾンビを専門的に調査した人の目には、冴子はどんな風に映るだろう?
ひょっとしたら、奥田教授は冴子が自己暗示にかかり、あんな風になってしまったのだと言うかもしれない。ブードゥー教のアイテムを所持したことで、自分がその呪いに冒され、ゾンビになってしまったと結論づけるだろうか。学者の見解としては、それが最もありそうに思える。しかし、皮膚の色の変化や水泡、あのひどい悪臭などは、この仮説では説明できないだろう。
この際、仮説などはどうだっていい。誰でもいい。誰か、何がどうなっているか説明して、対処法を、解決法を教えてほしい。
冴子を救う方法があるなら、僕は何だってする。命を捧げてもいい。
【続く】
失明
弾射音
「このままでは失明しますよ」
眼科医は言った。
「このまま目を閉じていてください。そう、そう。目を開けてはいけません。ずっとこのまま。目を開けると失明します」
幸治は不安になった。まさか、自分が失明の危機にあるとは。自覚症状はない。今まで、ちゃんとものが見えていたのだ。ひょっとしたら、緑内障なのだろうか。しかし、目医者は病名を言わない。ただ、目を閉じていろと言うだけ。
幸治は医者に言ってみた。
「いつまで目を閉じていないといけないのですか」
眼科医の返事はなかなかなかった。幸治が苛立ちはじめた頃、医者は溜息をついてやっと呟くように言った。
「この病気は治りません。一生治りません」
「そんな」
「残酷ですが、事実です。あなたの目は、両目とも光に過剰反応するのです。目を開けると症状が進行します。いや、光に曝すとすぐにでも失明するかもしれない。失明したくなかったら、目を閉じていてください」
「そんな」
「真っ暗闇のところでは目を開けてもよろしい。でも、少しでも光があると、失明する危険があります」
「常夜灯なんかは駄目なんですか」
「駄目です。どんなにぼんやりとした光でも致命的です」
幸治は目を閉じたまま考えた。一生目を開けてはいけないとは。なんということだ。これでは、当たり前の生活ができなくなってしまう。
「繰り返すようですが、光はいけません。少しの光もです。目を閉じていれば大丈夫です。盲人用のサングラスをかけなさい。それでも、目を開けてはいけません。すきまから光が入ってしまいます」
「ほんとに、ほんとに目を開けてはいけないのですか」
「そうです」
幸治は泣きそうになった。単なるドライアイだと思って、軽く受診したのだ。それが、こんなことになるとは。
会社は辞めざるを得ないだろう。妻に介護を頼む必要もある。それにしても、妻は絶望の底に叩き落とされるのではないだろうか。いくら愛し合っていても、これではどうしようもない。死にたい。
いや、死ぬわけにはいかない。周囲の反対を押し切って、愛して愛して愛し合った末にやっと結婚できたのだ。これから幸せを掴み取ろうと約束し合ったのだ。目を閉じたままでも、できることはあるはずだ。目を閉じたままでも、愛し合うことはできるはずだ。
「……わかりました」
幸治は覚悟を決めたように言った。
「目を閉じたままでいる以外に、どうすればいいですか」
「一ヶ月に一度は受診にいらっしゃい。目薬を使うと目を開けることになってしまうので、飲み薬を処方しましょう。それでしばらく様子を見てください。さて、どうやって帰宅なさいますか? ご家族の人に迎えに来てもらってはどうですか。何なら代わりに電話しますが」
「お願いします。妻に事情を説明して、迎えに来てもらいます」
目を閉じたまま、妻の運転する車に乗り込んだ。妻はしゃくり上げていた。突然のことに、気が動転している。
「あたしが一生面倒見てあげる」
その言葉は、しかし、強い意志を感じさせるものだった。
車が走り出す。幸治は目を開けないようにまぶたに力を入れて前方を向いていた。
「俺を捨ててもいいんだぞ」
「馬鹿なこと言わないで」
車が交差点を曲がるのが分かる。幸治は眼科医の言葉を反芻した。
目を開くと、失明します。一生、目を閉じたままでいてください。
ふと、気がついた。
どこかおかしいぞ?
なんか、不条理なような。
車が交差点で停まる。
幸治は妻の方へ顔を向けた。
こんな馬鹿なことはない。
「麗子、どんなことになっても愛してくれるか」
「今さら何を言ってるの」
幸治は閉じたまぶたにぐっと力を入れ、それからとっさに目を開けた。
愛する妻の顔をしっかりと見るために。
ある夜、遅く帰宅するOLは謎の影を見つける。影は男で人の首を絞めているように見えた。OLは恐怖で走り出すが、男もOLに気づき、走ってくる。男は首を絞めていたのではなく、他人を食っていたのだ。泣きながら走る女に男は肉食動物が獲物を追いように走り、今にも食らいつく瞬間に鋼鉄のような物体が顔面を破壊する。白いXIGMADの右腕だ。女をそのまま逃げさせ、XIGMADは男と対峙する。
「まだ、生きてるんだろ!クソ野郎!」
男の顔は復元しながら別の顔に変形する。それはカマキリの顔だった。
「ああ、この程度は大したことないな。」
「カマキリの出来損ないが!」
XIGMADの罵声を聞き流し、服を着たまま体も変形して巨大なカマキリのような怪人になる。
「フン!あっちが真似してんだよ!」
人の腕がもげ、二の腕が裂けて鎌が発生する。
「結局、カマキリじゃねぇか……」
白いグライフ ジョイントのXIGMADは近くにあった電灯を引きちぎり、それでカマキリ怪人、カマキリカメレオンの腹を殴りつける。うずくまったところの後頭部を数回、力の限り叩く。
「お前、正義の味方じゃないのかよ、殴ってばっかりじゃないか。」
カマキリカメレオンのボヤキには目もくれず、野球のバッティングの要領で顔面を叩き、遠くへ飛ばしつける。飛んで行った先の道路に落下し、頭を強く叩きつけ、泡を吹く。
ゆっくり落下地点へ歩くXIGMAD。立ち上がるカマキリカメレオン。
立ち上がりながら、体中から電気を発生させて服を破る。
「てめえ、痛てぇんだよ!」
ジャンプしてXIGMADに近づき、鎌で反撃する。しかしかわされ、地面に倒れ込む、そこをすかさずXIGMADは蹴り上げる。今度は夜でも人の多い路地へ叩き出された。
驚く人々。
「くそー! あいつ、手加減なしだな!」
全く攻撃が効いていないようなことを吐き捨て立ち上がる。
ざわつく人々。ふらふらと人々に向かって歩くカマキリカメレオン。一番近くにいた女性の首を一瞬で切り落とす。次はサラリーマンに躊躇なく左胸をスッと刺し、絶命させる。
その事態に信号待ちしているドライバーも気づき、警察に電話をする。
「警察ですか? 今、怪人がいるんです」
「本当なんですよ、信じてくださいよ、なんか、人殺してるんです。嘘じゃないんですよ」
「今、目の前にいるんです! あれ?」
目の前から怪人が消える。
天井を突き破って鎌が刺さる。
「ドン!」
「はっ!」
驚いた瞬間に頭を鎌が突き刺し、絶命させられる。
カマキリカメレオンは車から飛び降り、次々と夜の街を歩く人々を切り刻んでいく。
女性に向かって鎌を振り上げたその腕を後ろから捕まれ、制止させられる。
XIGMADだ。そのまま腕をぐっと掴んで引きちぎった。
「さあ、今度はお前が死ぬ番だ」
「嫌だねぇ~」
近くのビルの壁に溶け込み、消えるカマキリカメレオン。次の瞬間上空から現れ、また歩道の人々を鎌で刺し殺す。
「はい、頂きました。」
突き刺した鎌を一気に引き抜き、噴出した血で辺りが真っ赤になる。ついでのように腕も切り落とし、それを食べる。
動きの速いカマキリカメレオンに追いつくために、紫のパズージョイントにフォームチェンジする。
すかさず高速移動しようとするが、まだ持っているカマキリカメレオンの腕を
「いつまで持ってたんだ」「やるよ」
と近くにいたサラリーマンに渡し、高速移動で目の前から消える。
カマキリカメレオンの近くまで接近して強力なかまいたちのような風を起こし、腕や脚を切り裂くが、カマキリカメレオンはうずくまった状態から四肢を再生させる。先に引きちぎられた右腕もだ。
これまで緑色だった体色も赤く変色し、体中から長い棘が発生する。新しく生えてきた腕にはこれまでよりも長く大きい鎌が伸びていた。
立ち上がるそのすきに構えたbordeaux gunで今度は左腕を狙う。しかし理性を失ったかのような動きに照準を合わせることができない。もう一発接近して撃ち込む。左の鎌を破壊した。
「外したか…」本当は左胸を狙っていたのだ。
殺されそうだった女性に「悪いねぇ、とっとと済ませるよ」と詫びて、violet katanaを取り出し、残った右腕の鎌と対決、常軌を逸した暴走状態の攻撃も高速移動で全く受けることなく、右腕を切断。逃げようとジャンプした両足首を切断し、飛び上がることも出来なくなったカマキリカメレオンの左胸を一突きし、灰化、消滅させた。
「騒がせたな、じゃあな。」と呆然とする人たちに言うと、警察がやっとやってきた。
「おい!そこを動くな!」
しかし、無視してXIGMADは高速移動でその場から消えた。
XIGMAD Pazoo joint『ジグマッド パズー ジョイント』
紫のXIGMAD。左肩は鷲の骸骨。蠍の尻尾を右腕に装備し、先端の毒針で攻撃する。この毒はColeous jointの毒針とは違い、一刺しで中型怪人を殺すことができる。風を武器にし、高速移動ができる。bordeaux gunは大型の銀の弾丸を撃ち出す、ハンティング用の銃。当たれば大型怪人を一発で抹消することができる。violet katanaという刀は近接戦用の攻撃武器で強い風を同時に操り、間合いの開いた敵も切り刻むことができる。
カマキリカメレオン/
ビルの壁や鉄塔など垂直の面を登り、周囲と体色を同化出来る。厚さ1mくらいの壁ならば通り抜けることもできる。攻撃能力を最大に発揮する殺戮モードに変身する。この体色は赤く、全身から棘が伸びる。手首がもげて鎌が大型化する。この体型になると体色を変化させることが出来なくなる。身体能力は向上し高速移動、口から高周波を出すようになる。殺戮モードは活動限界があり、一時間程度経つと強制的に通常体型に戻る。戻った直後は体力が大幅に減衰する。また殺戮モードは地獄からの命令で強制的に変身させられる場合がある。長時間地上で活動するために人を捕食する。
全長/2m
体重/1.33t
今回も没ネタからのサルベージ。緑の予定でしたが、紫のXIGMAD、パズージョイントです。
このフォームも翼がありますが、飛ぶ機能は無く、高速移動のためのものです。赤色の重武装は遠距離、もしくは大量破壊用の趣でしたが、紫の武装と能力は近接戦闘用の色合いが強いです。XIGMADは前後にボリュームなどがあるので描きづらい。自分で考えて自分を追い込んでいる感じですね。次回こそ緑のXIGMADです。
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/とりあえず、第34号編集後記です。
古川モトイ/実は今回は全く校正に参加できておりません。申し訳ない。
今月は忙殺されております。本文にも書いた通りですが、放っておいた本業の状況を、これから確認していく次第でございます。編集後記は移動しながらでもポツポツとコメントします!(多分)
murbo/基本的にルーズにやっているものなので、あまり気にしなくて良いですよ~!
僕はルーズすぎて表紙の連載名を間違えておりました。大変申し訳ない。ここはきっちりやらないといけないですね。
今回弾射音さんの作品が二点掲載されておりますが、掲載するかどうしようか迷いまして、連載が終わるまで手元に置いておきますと、僕が忘れる可能性があるので、ドラゴンさんも、渡辺哲也さんもお休みだし、載せよう!と作業していたら渡辺哲也さんが「あるよ!」といわれて、いつもとあまり変わらないボリュームになりましたw
渡辺哲也/絵は沢山あったんですが、
体調不良とお仕事山盛りで面倒くさくなってしまってw
すんませんw
murbo/いえいえ、健康第一、お仕事優先ですよ。宇宙戦艦で戦うのは皆楽しみにしていますよw
あんまりたくさんは辛いですが、こんなのどう?というのがあれば複数掲載もしていこうと思います。厳しいのは誤植くらいにしたいですね。今は誤植に大変弱いw
OK出た分だけちょこっと振り返ります。渡辺哲也さんの今日の妄想は四脚ロボシリーズですね。じょじょに勇ましくなっているような。
僕のも絵なので文字校が少ないからこういう時は扱いやすいw
渡辺哲也/ロボ絵はだいぶ方向性が定まってきました。
murbo/これ、シリーズ化あるんでしょうか?模型化も気になりますね。
渡辺哲也/そのあたり、いろいろやりたいんですが換金が遠いのでw どうしても後回しになってます。
生活が大事なのでww
murbo/そうですよねぇ、きちんとやろうとすると結構時間さかないといけないし。
漫画家で同人誌も作ってる人とかワンフェス出店してる人とか凄いと思いますよ。
渡辺哲也/自分は手が早い方だと思ってたんですが、とんでもないですね、、作品も全然増えないです。)^^;
murbo/早い方で合ってると思うんだけど、今はSNSでマシンガンみたいにいろんな人が作品公開するから早さは分からなくなってますね。みんな早いし上手いし、超人だらけだと思ってますよ。
古川モトイ/SNSはプロにとってはチャンスでもあり恐ろしくもあり
murbo/チャンスの方だけ活用したいです
古川モトイ/多分みんなそう思ってますよw
渡辺哲也/作品を発表してるだけなら危ない目には合わない気もしますw
余計な事言うとダメですねw
murbo/あ~、分かります。知人が微妙に絡まれてましたねぇ。未だとクソリプというのがあって、なんでもないことでも向こうから当たって来るんですって。
絵だけどーんと出す方向にしたいとは思ってます。
古川モトイ/「○○は○○のパクリ」とかはもらい事故多そうですよ。「電気グルーヴはセカイノオワリのパクリ」とか笑い話ですんだから良いようなものの。
murbo/パクリ問題はパクリではないものも、一般の人レベルでパクリにされてしまうからなあ。
古川モトイ/一昔前ってパクリ問題って「オマージュなのか?パクリなのか?」みたいな論調だったと思うのですよ。でも最近はパクるベクトルがひっくり返ってるとか、だいぶん手前で問題が起きてたり、最悪「じんはカゲプロのパクり」みたいな原作者をパクり認定するケースも。私はクリエイターとしては弱小なので害はないのかもとも思いますが、例えばサインペンを画材に使ってるイラストレーターが急に有名になったとして、画材にサインペン使ったヤツが全員パクり認定とかそのレベルで話をされると、誰でも巻き込まれ得る話ですよね。
murbo/パクリは著作権侵害なので、侵害されている著作者以外は関係なんですがねぇw
漫画関連のパクリ疑惑をたまに見ると、似てはいるがどうでもいいことじゃないかとも思いますよ。
鈴木英人なんか描き方をイラストレーション(という雑誌)で披露してましたけど、さらっと既存の写真をトレースしてカラートーン貼って作ってますからね。今なら地獄すぎる展開ですよ。
北斗の拳の羅王が黒王号とともに登場するカットもフラゼッタのイラストそのままですし、ネット登場以前の作品なんて知らないだけで、そんなのたくさんありますよ。
似ていたら何故似ているのか、考察する楽しみだと思ってます。
あ、いやいや、パクリ事件に巻き込まれてたわw
古川モトイ/音楽の世界で言うとHiNRG(ハイエナジー)ベースという手法があるんですよ。単に8分でベース音が1オクターブ行ったり来たりする手法なんですが、某音楽著作権の団体がが雅楽演奏に著作の届出を求める昨今、どこで誰が何を言い出して、それが拡散されてもおかしくないのがSNSの怖いところかなーと。あとは良質な作品が無料でばら撒かれるのも怖いw
ああ、HiNRGの話が尻切れトンボに。HiNRGベースとか聞いた中学生が「○○のパクリ」とか言い出すんじゃないかというそういうハナシをしようと思って、作文ミスった。申し訳ない。
murbo/それは情報が少ない若手が最初に知ったものをオリジナルと断定してしまって、それを固持するといったことでしょうか?
古川モトイ/それ、同世代に発信して共感されちゃうの。
murbo/若い音楽好きは熱狂的だから頑なになっちゃうんですよね。ちょっと古いですけど、ミスチルのボーカルはコステロの歌唱を真似しているのにオリジナリティがあって素敵と言われてどうしていいか分からんとか。
古川モトイ/その話は聞いた側もどうしていいか分からん話ですね。聞いたからには覚えておきますw
murbo/仕事関連だと代理店に言われて真似してるという事もあります。
意識の低い代理店とデザイン事務所だとありがちなんだなと、体験したことがありますね。
古川モトイ/クライアントが「表現技法の名称を知らない」ことを由来に「○○っぽいカンジで」ってオファーされる事があるのは、もう有名税じゃないかなとは思うのですが、クリエイターが自分の解釈で作ったら、クライアントに「もっと丸パクリして」みたいなプレッシャーを暗にかけられる事案って共感得られますかね?w
murbo/それは地方広告業界だとありがちですね~
リアルでは「メーテル描いてくれ」
で、帽子をかぶっていないメーテルを描いて、四年後くらいに松本零士が電話してくるのですよw(実話)
古川モトイ/共感が得られて良かった(良くない)
murbo/権利に関する底上げは、まじめにやってほしいです。松本事件は面白かったですけどw
murbo/出来るだけパクリ問題などに関わらないようにオリジナルでなにとぞwで、ありますね~
オリジナルも何をしてオリジナルとするかもう何が何だかなので、ほどほどのところで手を打ちたいです
古川モトイ/私も後々めんどくさいのいやなので、オリジナルで切り抜けたい体質なんですが、なかなか仕事にならんですね。逆に言うとオリジナルにお金出して下さるクライアントさんは本当にありがたいです。
murbo/営業がコンテンツビルダーになりたがらないですからね。オリジナルなら坊主丸儲けですよ!とか騙せないかなあ
古川モトイ/www
murbo/権利から何から何まで自分ですよ!に歴史に名前が残りますよ!とか騙したいw
表紙は正月の飾りとか燃やす会の火をたくさん撮って合成してます。毎度おなじみの地元新聞かテレビと間違われながら撮影しました。
基本的に何も話しかけてこなければ無視しています。田舎は怖いです。
古川モトイ/いいっすね
別に嘘ついてないですからね
murbo/間違えてるのは向こうですし。桜とか年中行事的なものはカメラが大きいと誤解を生みますね。最近は一眼レフなので誤解は少なくなりました。
たまに地元のテレビの仕事もするので遠からずではあるんですけど。
渡邊利道さんの短編は花火見物。いつも不思議な雰囲気の話で、こういう文章を書けたらと思うんです。
トビラはバラを加工しています。ちゃんとパクったのでなくw自分で撮影してます。薔薇自体は自分で栽培してないからやっぱりパクリなのかとびくびくしています!
弾射音さんは今回二本掲載なのは最初にも書いたように、手元の置いて連載終了まで待っていると僕が忘れる可能性があるからです。
もう一つ理由があって、戦略的に公開するならともかく、特に理由が無ければ早めに公開したほうが、勢いもあるし、作品としてもきりが付くから。
古川モトイ/自分のバラじゃないとあかんのかな?
murbo/わかんないです。パクリ警察はどこまで突っ込んでくるか分からないです。
何でしたらわが社の庭にバラは咲いているので何とでもなります。
リビングデッドシスターは絵を描いてまして、失明は写真の合成です。
写真合成とコラージュはルールを作りまして、ネット上のパブリックドメインの写真を使っております。それと出来るだけ制作スピードを上げるというもの。主にレイアウトと使う写真を決める時間の短縮で、頭の体操っぽい感じですね。
僕のヒマが多いんでレイアウトなどは手が忘れないようにするとかもあります。
古川モトイさんの八月は、結構大変ですね。
人が亡くなるという事にどう対応してよいか未だ分かりません。
歌詞は、かわいいなあ。たぶん曲がつくと普通に聞こえるだろう、ナンナン名古屋のナンナンがかわいいです。
トビラはいまだ同じコラージュルールで作ってます。そろそろ使えそうな画像が尽きていているのでやり方考えないと。
今月からSNS様に広告画像を作りました。やっと本業を活かしてますよw
これで完成したフォーマットじゃないので、しばらく試行錯誤すると思います。
正方形にしたのは企業のLINEで送ってる広告を真似しています。あー、パクリだw
古川モトイ/佳境ですね
murbo/レイアウトは真似してないので問題ないと思いたいです。ネットだけでやり取りしているとURLの長さの実感が無かったので、これも短くしたいが、どうしよう問題ですね。
ということで、今回も皆様のおかげで配布できそうです。
また次回もよろしくおねがいします!
古川モトイ/よろしくおねがいします!
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